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Abstract 
The retarclation of the reaction proclucts on the catalytic oxidation of ethylene ancl the 
adsorption of oxygen， ethylene， ethylen巴 oxide，carbon dioxicle and water were stuclied by mean日
。fthe pulse technique at 160-280oC 
The magnitude of th巴 retardationwas in order of ethylene oxide;: carbon dioxide)' water， 
and the lower the temperature， the larger was the extent of the retardalion in each case. 
Oxygen and water were adsorbed both on a cleoxygenated and日noxygenated catalysts， hut 
they were adsorbed more strongly on the latter one. 
Although carbon dioxicle was adsorbecl only on the oxygenated c日talyst，the two types of 
the adsorbecl species were found on it as was the case with oxy誌とn. Ethylene oxide was 
aosorbed on the cleoxygenated onc. 
From these results、itis assumed that the rates of the ethylene oxid乱tionover the silver 
catalysts are retardecl by the aclsorpti円n of carbon dioxide， water and ethylene oxide. F01 



































りは空気である。添加気イ本は炭酸カFス (2.7-20%)，水 (2.6%)， ELO (0.17-0.39%)で、ぞれぞれ
単独で添加した。 1パノレスの試料最;は 4.0msである。
反応阻害率は次式で定義した。
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図-1 窒紫添加による反応阻害(1800C)と酸素濃度減少
(エチレン濃度2.42%)
表-1 水の添加による反応阻害 (A:前歴のある触媒， B:新しし、触媒)
---~~~~J A. (C2H4 2.68%， H20 2.6%~__I_B二竺三竺二H202.6%)
tJF里山型里山竺1出 ti雲間回目;?率









































































































































酸洗，加熱処理したステンレスカラム(内在 4mmO x 600 cm)にケイ砂担持銀触媒 (261g) 
を充填し， ガユクロマトグラフ外部の反応炉内にセットした。キ γリヤ一流速は 10.4msjmin
であった。試料法入量は0.77m1!とし， ガラス製サンプラーコックを用し、た。試料は表-1fこ
記載した6種である。 水の場合は500Cの水分飽和器に Heを流し， これをガラスサンプラー
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であった。 水は 160，240， 2800Cでぞれぞれ1.207，1.124， 1.186であった。 これはケイ砂の吸
水性による影響と;与えられる。また EtOは付着性があるためわずかに保持時間の遅れ(1.024，
1.018， 1.031)を示したυ よってこれらについては友 2中の Y句R とこの値との比較により吸着
の有無を判断した。
還元性銀触媒の場合 TRの大きい気体は還元性銀触媒に吸着すると考えられる。










水の TH はケ f砂のみのIUJに比べ大きく， Jr'i?に長いテーリングを伴っていた。注入量を





















いて， 長hl触媒上で E，O の酸化反応を行なうとエチレン酸化反応に対する活性が消滅する事実
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